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3. シミュレーションソフト XFLR5 による数値計算 





3.2 XFLR5 の計算方法と計算結果 




迎え⾓[°] 揚⼒[N] 抗⼒[N] 
-2.5 -1.49 0.25 
0 0.83 0.23 





























(a) 風速 0m/s の状態で 4 分力検出器が示す値の 10 秒間の平均値を取る。 
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機体の慣性モーメントは1000𝑘𝑔・𝑚 、操舵機構の位置は中心から約 15m 離れた位
置を想定する。この場合 1 秒間に機体がヨー方向に x°回転すると仮定すると必要な
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の角度,下操舵板の角度)= (0,0,0)のときの抗力より F だけ大きい抗力を生むような（迎























「航空力学の基礎 第 3 版」牧野 光雄 
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